IHMS＆PHR合同委員会　議事メモ
2013年12月12日
JPACS　IHMS委員会　企画WG主査
PHR協会　事務局・理事
　森口修逸
1． JPACS　IHMS委員会　及び　PHR協会の合同の会議を開催
2． 場所：品川駅前：㈱日立ソリューションズ　２０階　会議室　及びWeb会議

3． 【会議１】１１時~１２時：JPACS　IHMS委員会から

PHR協会へのIHMS標準化活動の説明
出席者（敬称略）：
会議室への出席者　

　　JPACS：野村（コニカ）、中山（リベルワークス）、阿部（アレイ）、

　　　　　　　横森・昇（パナソニック）、森口（MPO）、
　　PHR協会：大神明（代表理事）、宇賀隆人・中谷任良（リコー）、藤井田俊雄（イソラ）、鈴木淳夫、
Web会議への出席者：全員PHR協会

　　　織田進（理事）、遠藤史朗、（音声が小さかった）

　　　吉原博幸（日本医療ネットワーク：時間切れまじかにやっと参加できた）
議事：
1 PHR協会　挨拶　大神明（PHR協会代表理事）

　　　　　　　資料：添付PPT「11大神先生講演会資料2013PHR」
2 森口修逸（JPACS　IHMS委員会・企画WG主査）

　　　　　　　　資料：添付PPT「PHR協会におけるIHMSの連携について」

・JPACSにおけるIHMS委員会のこれまでの経緯について説明

・PHR協会という名称から想定される追加事項について説明

・JPACSの幹事会及び拡大幹事会において、IHMS委員会を

　PHR協会との合同検討を行うことが了解された

の３点について説明した。

・次回以降はJPACS・PHR協会の合同会議とする。

・「統合デジタル健診管理システム（IHMS）のシナリオ（案）」については、

3  提示はしたが、時間切れで午後の会議で継続審議とした。
4 阿部聡（JPACS　IHMS委員会・技術WG主査）

　　　　資料：添付なし

　　　　　　　　IHMSの技術的な検討課題を説明した。

なお、Webによる会議も準備中であったが、技術面・運営面の見直しを行い、

次回までに改善を検討する。

・会議場の音声が十分拾えていなかった
　⇒　集音マイクを採用する。

　　　机をそのマイク付近に集める。（IHE協会ではその工夫をしている）

・事務局が司会役に忙しく、Wｅb側でトラぶっていることに会議場側からほとんど対応ができなかった。（新参加者には、事前の訓練を行う。）

4． 【会議２】１３時~１５時：JPACSのIHMS委員会
　　　通常のIHMS委員会メンバーの会議にPHR協会会員がオブザーバ参加した。

　　　次回以降は合同会議を行う。

出席者（敬称略）：
会議室への出席者のみ

　JPACS側：野村（コニカ）、中山（リベルワークス）、阿部（アレイ）、

　　　　　　　昇（パナソニック）、森口（MPO）、以上、
　PHR協会側：岡本悦司（国立保健医療科学院）、鈴木淳夫、

　　　　　　資料：添付WORD：統合デジタル健診管理システム（IHMS）のシナリオ（案）

　　　森口修逸（JPACS　IHMS委員会・企画WG主査）が説明し、

　　　全員で検討。次回もこのシナリオをもとに、検討する。

　　　詳細な検討内容は、議事メモが提出予定（中山より）
次回開催日については、事務局（森口）より早々に、１～２月で複数提案する。

候補日は、来年1月9日、20日、23日の午後。

2月4日の13時～15時

時間は２～3時間程度

以上が、細羽先生の都合の良い日。
テーマは、「IHMSのシナリオに関する議論の進め方・手順について」

―以上―
